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   当連結会計年度は四半期報告制度の導入初年度であるため、「１．連結経営成績に関する定性的情報」及び「２．

  連結財政状態に関する定性的情報」における前年同期比較分析には、前年同期の参考値を用いています。 

  

  

 当第２四半期連結累計期間（平成20年12月１日～平成21年５月31日）の当社グループをとり巻く経営環境は、国内

外の自動車や産業機械、電機・電子をはじめ広範な産業分野において、急激かつ大幅に市場が収縮するなど、かつて

ない厳しい状況にありました。 

 このような環境のもと、当社グループは、独自のエンジニアリングビジネスを切り口に、新しい収益基盤の確立に

努めてまいりました。しかしながら、需要の減少に歯止めがかからず、当第２四半期連結累計期間の売上高は、554

億22百万円と前年同期に比べ47.2％の減収となりました。このうち、国内向けの売上高は366億6百万円（前年同期比

49.2％減）、海外売上高は188億16百万円（同42.5％減）であります。 

 利益面につきましては、急激な売上・生産の減少に対し、材料・外注費の低減や、人件費をはじめとした固定費、

販売費・一般管理費など諸費用の削減にスピードをあげてとり組みましたが、操業度の低下の影響が大きく、当第２

四半期連結累計期間の営業損失は17億89百万円（同113億42百万円の減益）、経常損失は29億24百万円（同115億44百

万円の減益）となりました。これに、特別損失3億72百万円、法人税等15億50百万円を計上した結果、四半期純損失

は47億60百万円（同96億4百万円の減益）となりました。 

     

事業の種類別セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。 

  機械工具事業では、航空機やエネルギー関連向けの精密工具、工作機械が底堅く推移しましたが、自動車向けの

工具や工作機械、ロボットの需要が急激に落ち込んだ結果、機械工具トータルの売上高は211億18百万円（前年同

期比48.5％減）となり、6億28百万円(同34億87百万円の減益)の営業損失となりました。 

  部品事業では、鉄道車輌や造船などインフラストラクチャー関連向けのベアリングや、省エネ油圧ユニットの需

要が堅調に推移しましたが、建設機械向けの油圧機器、自動車向けのベアリングが低迷し、部品トータルの売上高

は289億53百万円(同46.7％減）となり、15億11百万円（同71億95百万円の減益)の営業損失となりました。 

  その他の事業では、特殊鋼や熱処理装置の需要落ち込みにより、売上高は53億51百万円（同44.0％減）となりま

したが、営業利益は2億85百万円（同70.4％減）を確保しました。  

  

（資産、負債及び純資産の状況）  

  当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、1,792億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ132億6百万円減少

しました。主な増減としましては、現金及び預金が95億65百万円増加し、減少は、受取手形及び売掛金156億25百万

円、棚卸資産27億50百万円、有形固定資産27億73百万円などであります。負債合計は、1,241億26百万円となり、前

連結会計年度末に比べ47億86百万円減少しました。主な増減としましては、借入金が133億91百万円増加し、支払手

形及び買掛金が219億17百万円減少しました。 

 純資産合計は551億10百万円となり、前連結会計年度末に比べ84億20百万円減少しました。主な減少としまして

は、利益剰余金67億88百万円、評価・換算差額等が13億38百万円であります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結累計期間の連結キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動による資金の減少は93億 

19百万円となりました。これは、主として減価償却費46億99百万円、売上債権の減少145億53百万円などにより資金

が増加し、税金等調整前四半期純損失32億83百万円、仕入債務の減少209億69百万円などにより資金が減少したこと

によるものであります。投資活動による資金の減少は49億91百万円となりました。これは、主として有形固定資産の

取得による支出56億11百万円、有形固定資産売却による収入6億52百万円などによるものであります。財務活動によ

る資金の増加は243億97百万円となりました。これは、主として、借入金の純増額138億95百万円、社債の発行71億50

百万円によるものであります。 

 これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は224億35百万円となり、前連結会計年

度末に比べ96億1百万円の増加となりました。 

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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 今後の見通しにつきましては、自動車など一部の業界で在庫調整が進展し、生産回復の動きがみられるなど景気底

打ちの様相を呈してきましたが、建設機械や工作機械など産業機械分野の生産動向は、低水準の底ばい状態にあり、

総じて厳しい状況が継続すると想定されます。 

  当社グループとしましては、機械加工、ロボット、機能部品、材料・熱処理技術を連環させた「ナチビジネス」を

展開し、中長期的な成長が期待できるエネルギー・インフラストラクチャー市場、新興国市場の開拓にとり組んでま

いります。また、製造面での徹底したコストダウンをはじめ、調達・物流、研究開発、人事・組織など経営のあらゆ

る面で改革を推しすすめ、安定した収益基盤を構築し、業績の向上に努めてまいります。 

  

該当事項はありません。   

  

（簡便な会計処理）  

 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。  

  

  (会計処理基準に関する事項の変更) 

 １. 四半期財務諸表に関する会計基準の適用  

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

 ２. 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更  

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりま

したが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18

年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。この変更による当第２四半期連結累計

期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。なお、セグメン

ト情報に与える影響は軽微であります。  

 ３. 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。この

変更による当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は

軽微であります。なお、セグメント情報に与える影響は軽微であります。  

 ４. リ－ス取引に関する会計基準の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができる

ことになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却

の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。この変更

による当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微

であります。なお、セグメント情報に与える影響は軽微であります。 また、リース取引開始日がリース会

計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた会計処理によっております。   

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,567 13,001

受取手形及び売掛金 22,882 38,507

商品及び製品 14,116 14,433

仕掛品 9,398 12,034

原材料及び貯蔵品 6,523 6,319

その他 4,383 6,548

貸倒引当金 △207 △228

流動資産合計 79,662 90,617

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 31,919 31,858

機械装置及び運搬具（純額） 38,667 45,922

その他（純額） 14,035 9,614

有形固定資産合計 84,622 87,395

無形固定資産 423 403

投資その他の資産   

投資有価証券 11,333 9,801

その他 3,196 4,227

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 14,529 14,027

固定資産合計 99,574 101,827

資産合計 179,237 192,444

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 18,175 40,093

短期借入金 41,473 36,687

未払法人税等 344 1,287

その他 8,130 13,824

流動負債合計 68,124 91,892

固定負債   

社債 14,230 7,100

長期借入金 29,235 20,630

退職給付引当金 5,091 6,081

役員退職慰労引当金 9 22

負ののれん 64 47

その他 7,371 3,138

固定負債合計 56,002 37,020

負債合計 124,126 128,913
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年11月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 16,074 16,074

資本剰余金 11,562 11,567

利益剰余金 28,184 34,972

自己株式 △172 △175

株主資本合計 55,649 62,439

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,954 2,029

為替換算調整勘定 △5,974 △3,710

評価・換算差額等合計 △3,019 △1,681

少数株主持分 2,480 2,772

純資産合計 55,110 63,530

負債純資産合計 179,237 192,444
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年５月31日) 

売上高 55,422

売上原価 47,380

売上総利益 8,042

販売費及び一般管理費 9,831

営業損失（△） △1,789

営業外収益  

受取利息 53

受取配当金 39

負ののれん償却額 11

持分法による投資利益 38

その他 136

営業外収益合計 279

営業外費用  

支払利息 680

その他 734

営業外費用合計 1,414

経常損失（△） △2,924

特別利益  

固定資産売却益 4

貸倒引当金戻入額 9

特別利益合計 13

特別損失  

固定資産売却損 0

固定資産除却損 57

投資有価証券評価損 27

特別退職金 285

ゴルフ会員権売却損 0

特別損失合計 372

税金等調整前四半期純損失（△） △3,283

法人税、住民税及び事業税 160

法人税等調整額 1,389

法人税等合計 1,550

少数株主損失（△） △73

四半期純損失（△） △4,760
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

売上高 24,690

売上原価 21,635

売上総利益 3,054

販売費及び一般管理費 4,550

営業損失（△） △1,496

営業外収益  

受取利息 20

受取配当金 16

負ののれん償却額 6

持分法による投資利益 24

その他 71

営業外収益合計 140

営業外費用  

支払利息 374

その他 258

営業外費用合計 633

経常損失（△） △1,989

特別利益  

固定資産売却益 3

投資有価証券評価損戻入益 88

特別利益合計 91

特別損失  

固定資産売却損 0

固定資産除却損 4

特別退職金 285

ゴルフ会員権売却損 0

特別損失合計 291

税金等調整前四半期純損失（△） △2,190

法人税、住民税及び事業税 67

法人税等調整額 1,044

法人税等合計 1,111

少数株主損失（△） △97

四半期純損失（△） △3,203
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △3,283

減価償却費 4,699

負ののれん償却額 △11

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13

退職給付引当金の増減額（△は減少） △994

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13

受取利息及び受取配当金 △93

支払利息 680

持分法による投資損益（△は益） △38

有形固定資産売却損益（△は益） △3

有形固定資産除却損 57

投資有価証券評価損益（△は益） 27

売上債権の増減額（△は増加） 14,553

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,534

仕入債務の増減額（△は減少） △20,969

その他 △4,834

小計 △8,702

利息及び配当金の受取額 107

利息の支払額 △664

法人税等の支払額 △1,086

法人税等の還付額 1,026

営業活動によるキャッシュ・フロー △9,319

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △5,611

有形固定資産の売却による収入 652

投資有価証券の取得による支出 △13

貸付けによる支出 △14

貸付金の回収による収入 26

その他 △31

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,991

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,469

長期借入れによる収入 15,725

長期借入金の返済による支出 △5,298

社債の発行による収入 7,150

セール・アンド・リースバック取引による収入 5,476

リース債務の返済による支出 △111

配当金の支払額 △1,989

少数株主への配当金の支払額 △26

その他 3

財務活動によるキャッシュ・フロー 24,397

現金及び現金同等物に係る換算差額 △484

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,601

現金及び現金同等物の期首残高 12,833

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,435
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年12月１日 至 平成21年5月31日） 

 （注）１．事業区分は、経営管理上採用している区分及び販売市場の類似性を考慮して決定いたしました。 

２．事業区分の主要な製品 

(1) 機械工具事業…工具、工作機械、ロボット 

(2) 部品事業………ベアリング、油圧機器 

(3) その他の事業…特殊鋼、運送、情報処理関連 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年12月１日 至 平成21年５月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．日本以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 米 州…米国、カナダ、ブラジル 

(2) 欧 州…ドイツ、チェコ 

(3) アジア…シンガポール、タイ、オーストラリア、中国  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

  
機械工具事業

（百万円） 
部品事業

（百万円） 
その他の事業

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結

（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  21,118  28,953  5,351  55,422  －  55,422

(2）セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 437  130  3,083  3,651 (3,651)  －

計  21,555  29,083  8,435  59,074 (3,651)  55,422

営業利益又は営業損失(△)  △628  △1,511  285  △1,855  65  △1,789

【所在地別セグメント情報】

  
日本 

（百万円） 
米州 

（百万円）
欧州 

（百万円）
アジア 

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は 

   全社 

（百万円） 

連結 
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 42,796  5,903  2,076  4,645  55,422  －  55,422

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 6,756  177  132  561  7,627 (7,627)  －

計  49,552  6,080  2,209  5,207  63,050 (7,627)  55,422

営業利益又は営業損失(△)  △2,330  △205  △57  145  △2,448  658  △1,789
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当第２四半期連結累計期間（自 平成20年12月１日 至 平成21年５月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）米 州…米国、カナダ、ブラジル 

(2）欧 州…ドイツ、イギリス、フランス 

(3）アジア…中国、台湾、韓国、シンガポール、タイ、オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

【海外売上高】

  米州 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  6,359  2,260  10,195  18,816

Ⅱ 連結売上高（百万円）        55,422

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合（％） 

 11.4  4.1  18.4  33.9

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表 

（１）中間連結損益計算書 

  

  
前中間連結会計期間 

（自 平成19年12月１日 
至 平成20年５月31日） 

区分 金額（百万円） 
百分比 
（％） 

Ⅰ 売上高        104,874  100.0

Ⅱ 売上原価        81,720  77.9

売上総利益        23,153  22.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費        13,600  13.0

営業利益        9,553  9.1

Ⅳ 営業外収益                  

１．受取利息及び配当金  129            

２．持分法による投資利益  34            

３．その他  187  350  0.3

Ⅴ 営業外費用                  

１．支払利息  585            

２．その他  699  1,284  1.2

経常利益        8,619  8.2

Ⅵ 特別利益                  

  固定資産売却益  7  7  0.0

Ⅶ 特別損失                  

  固定資産売却・除却損  146  146  0.1

税金等調整前中間純利益        8,481  8.1

法人税、住民税及び事業
税 

 2,840            

過年度法人税、住民税及
び事業税 

 88            

法人税等調整額  569  3,498  3.4

少数株主利益        138  0.1

中間純利益        4,843  4.6
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（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書

  
前中間連結会計期間 

（自 平成19年12月１日 
   至 平成20年５月31日） 

区分 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

税金等調整前中間純利益  8,481

減価償却費  5,038

負ののれん償却額  △12

貸倒引当金の減少額  △26

退職給付引当金の増減額（△は減少）  △526

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少）  △27

受取利息及び受取配当金  △129

支払利息   585

持分法による投資損益（△は益）   △34

有形固定資産売却益   △7

有形固定資産売却損   0

有形固定資産除却損  146

売上債権の増減額（△は増加）   △3,642

たな卸資産の増減額（△は増加）   △511

仕入債務の増減額（△は減少）   5,704

その他   △3,226

小計  11,811

利息及び配当金の受取額  154

利息の支払額  △583

法人税等の支払額   △2,793

営業活動によるキャッシュ・フロー  8,588

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

有形固定資産の取得による支出   △8,299

有形固定資産の売却による収入   125

投資有価証券の取得による支出  △639

貸付による支出  △10

貸付金の回収による収入  50

その他  △72

投資活動によるキャッシュ・フロー  △8,844

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金の純増減額（△は減少）   △529

長期借入による収入   6,310

長期借入金の返済による支出   △4,800

社債償還による支出  △150

配当金の支払額   △1,989

少数株主への配当金の支払額  △16

少数株主からの払込による収入  241

その他   10

財務活動によるキャッシュ・フロー  △924

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  △409

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  △1,590

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  20,965

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高  19,375
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前中間連結会計期間（自 平成19年12月１日 至 平成20年５月31日） 

  

前中間連結会計期間（自 平成19年12月１日 至 平成20年５月31日） 

   

前中間連結会計期間（自 平成19年12月１日 至 平成20年５月31日） 

  

  

（３）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

  
機械工具事業

（百万円） 
部品事業

（百万円） 
その他の事業

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結

（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  40,970  54,353  9,550  104,874  －  104,874

(2）セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 1,081  496  4,468  6,046 (6,046)  －

計  42,051  54,849  14,018  110,920 (6,046)  104,874

営業利益  2,859  5,683  962  9,505  47  9,553

【所在地別セグメント情報】

  
日本 

（百万円） 
米州 

（百万円）
欧州 

（百万円）
アジア 

（百万円）
計 

（百万円） 

消去又は 

   全社 

（百万円） 

連結 
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 82,749  10,718  5,440  5,966  104,874  －  104,874

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 11,485  391  239  631  12,748 (12,748)  －

計  94,235  11,109  5,679  6,598  117,622 (12,748)  104,874

営業利益  7,582  626  115  541  8,865  687  9,553

【海外売上高】

  米州 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  12,465  5,977  14,304  32,747

Ⅱ 連結売上高（百万円）        104,874

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合（％） 

 11.9  5.7  13.6  31.2
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